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本
稿
は
、
矢
野
環
・
岩
坪
健
・
福
田
智
子
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』

の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）、
お
よ
び

同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
二
）
1
桐
壺
香
〜
6
末
摘
花
香
」

（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
4
号
、
二
〇
一
四
年
二
月
）
の
続
編
と
し
て
、
7
紅

葉
賀
香
か
ら
12
須
磨
香
ま
で
の
六
つ
の
組
香
の
翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な
う
も

の
で
あ
る
。
資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説
明
は
『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
凡
例
お
よ
び
香
道
用
語
解
説
は
、『
同
』
第
43
巻

第
4
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と

ど
め
る
。

　

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の

関
わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構

造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道
用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。

そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語
解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
43

巻
第
4
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

7　

紅
葉
賀
香

【
翻
刻
】

 
　

△
紅
葉
賀
香

 
物
思
ふ
に
立
ま
ふ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
身
の

 

　

袖
う
ち
ふ
り
し
心
し
り
き
や

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
三
）

│  

7
紅
葉
賀
香
〜
12
須
磨
香  

│

矢　

野　
　
　

環

岩　

坪　
　
　

健

福　

田　

智　

子



 社会科学　第 44 巻  第 1号 18

一　

一
炷
開
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
ウ
の
香
、
各
三
包
、
都
合
十
二
包
打
交
、
其
内
よ
り
二
包
除

遣
残
十
包
出
香
と
す
地
香
外
に
拵

へ
試
に
出
す

。」（
二
十
オ
）

一　

光
源
氏
方
五
人
、
頭
中
将
方
五
人
と
分
つ
光
源
氏
方

上
座
也

。

一　

客
地
香
、
独
聞
の
差
別
な
く
、
双
方
の
中
数
進
む
べ
し
。
双
方
持
の

時
は
、
双
方
一
間
充
進
む
へ
し
。

一　

初
め
一
炷
目
中
る
と
、
双
方
の
内
、
何
炷
多
て
も
幕
を
し
ぼ
る
斗
な

り
。
二
炷
目
の
出
香
よ
り
段
々
人
形
進
む
べ
し
。

一　

源
氏
方
に
て
七
間
進
と
、
か
ざ
し
の
紅
葉
を
冠
の
巾コ

ジ子
・
纓エ

イ

と
の
間

に
は
さ
む
也
左
よ
り
右
へ

さ
す
べ
し

。十
五
間
目
に
至
る
と
紅
葉
を
菊
に
さ
し
か
ゆ
る

也
。」（
二
十
ウ
）

一　

中
将
方
に
て
七
間
進
と
、
か
さ
し
の
桜
を
冠
の
巾
子
と
纓
と
の
間
に

は
さ
む
也
右
よ
り
左
に

さ
す
べ
し

。
十
五
間
目
に
至
る
と
、桜
を
取
て
扇
を
持
す
る
也
。

一　

双
方
の
内
に
て
、
十
九
間
目
の
幕
を
し
ぼ
り
、
内
に
入
る
と
、
勝
負

極
る
也
幕
を
し
ぼ
る

も
一
炷
な
り

。
其
次
を
聞
は
、
二
十
間
目
に
至
り
、
幕
へ
入
る
也
。

一
方
、
幕
に
入
れ
は
、
香
は
終
ら
ず
と
も
、
盤
の
勝
負
は
終
る
也
幕
を

し
ぼ

る
も
、
幕
の
内
に
入
る
も
、
聞
勝

数
に
拘
わ
ら
ず
一
炷
に
一
度
充
也

。

一　

記
録
は
、
中
斗
を
記
す
。
認
様
左
の
ご
と
し
。」（
二
十
一
オ
）

 

　

紅
葉
賀
香
の
記

 

　
　
〔
表
〕」（
二
十
一
ウ
）

 

　

紅
葉
賀
香
立
物
圖

 

　
　
〔
図
〕」（
二
十
二
オ
）

 

　
　
〔
図
〕」（
二
十
二
ウ
）

 

　

同
盤
の
圖

 

　
　
　
　

竪
溝
二
筋　

横
界
二
十
間

 

　
　
〔
図
〕」（
二
十
三
オ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

一　
　
　

　
　

二　
　
　
　

3 コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　

12 

― 

2
＝
10　

　
　

ウ　
　

│　

3　

試
香
は
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
を
一
度
ず
つ
計
三
度
、
そ
れ
か
ら
本

香
が
、「
一
」「
二
」「
三
」「
ウ
」
の
香
、
各
三
包
か
ら
二
包
除
き
、
十
度

出
香
さ
れ
る
。
十
炷
香
札
を
用
い
た
一
炷
開
の
盤
物
で
あ
る
。

ま
ず
連
中
を
、
上
座
の
光
源
氏
方
五
人
と
、
頭
中
将
方
五
人
に
分
け
る
。

そ
し
て
、
客
香
・
地
香
の
区
別
な
く
、
聞
き
当
て
た
数
だ
け
人
形
を
進
め

る
。
独
聞
で
も
、二
炷
聞
以
下
の
場
合
で
も
、点
数
に
は
区
別
が
な
い
。
ま

た
、
双
方
聞
き
当
て
て
、「
持
」（
引
き
分
け
）
の
時
も
、
双
方
で
一
間
ず

つ
進
め
る
。
た
だ
し
、一
炷
目
を
聞
き
当
て
た
時
は
、そ
れ
が
何
人
で
あ
っ

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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て
も
、
幕
を
絞
る
だ
け
で
、
人
形
を
進
め
る
こ
と
は
な
い
。
人
形
を
進
め

る
の
は
、
二
炷
目
以
降
で
あ
る
。

源
氏
方
で
は
、
七
間
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
か
ざ
し
の
紅
葉
を
、
冠
の
巾

子
と
纓
と
の
間
に
、
左
か
ら
右
へ
差
し
挟
む
。
十
五
間
目
に
進
む
と
、
紅

葉
を
菊
に
持
ち
換
え
る
。

中
将
方
で
は
、
七
間
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
か
ざ
し
の
桜
を
、
冠
の
巾
子

と
纓
と
の
間
に
、
右
か
ら
左
へ
差
し
挟
む
。
十
五
間
目
に
進
む
と
、
桜
を

扇
に
持
ち
換
え
る
。

源
氏
方
、
中
将
方
の
ど
ち
ら
か
が
、
十
九
間
目
に
進
み
、
さ
ら
に
一
炷

を
聞
き
当
て
る
と
、
幕
を
絞
り
、
こ
れ
で
勝
敗
を
決
す
る
。
そ
の
次
を
聞

き
当
て
た
場
合
は
、二
十
間
目
に
至
り
、人
形
は
幕
に
入
る
。
こ
れ
で
、盤

の
勝
負
自
体
は
完
結
す
る
。

肝
要
な
の
は
、幕
を
絞
っ
た
り
、幕
の
内
に
入
っ
た
り
す
る
の
に
も
、一

炷
聞
き
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

蘭
之
園
本
で
は
、
盤
物
の
場
合
と
、
盤
を
用
い
な
い
場
合
と
を
説
明
し

て
い
る
。
前
者
は
、「
舞
楽
香
」
の
作
法
で
行
う
と
い
い
、『
香
道
蘭
之
園
』

四
巻
所
収
「
舞
楽
香
」
と
竹
幽
本
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
後
者
の

場
合
、
蘭
之
園
本
は
、「
紅
葉
」
と
「
菊
」
の
香
、
各
四
包
と
、「
舞
」
の

香
二
包
の
計
十
包
を
本
香
と
し
、試
香
は
「
紅
葉
」
と
「
菊
」。
二
炷
聞
で
、

「
初
紅
葉
」「
む
ら
紅
葉
」「
紅
葉
衣
」「
初
菊
」「
菊
が
さ
ね
」「
菊
衣
」「
青

海
波
」「
か
ざ
し
の
紅
葉
」「
か
ざ
し
の
菊
」
の
九
つ
の
「
聞
き
の
名
目
」

を
示
す
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

光
源
氏
が
十
八
歳
の
十
月
の
こ
と
、
行
幸
で
披
露
さ
れ
る
雅
楽
「
青
海

波
」
の
試
楽
（
今
で
い
う
リ
ハ
ー
サ
ル
）
が
、藤
壺
の
前
で
行
な
わ
れ
、源

氏
の
舞
は
絶
賛
さ
れ
た
。
そ
の
翌
日
、
源
氏
が
藤
壺
に
送
っ
た
和
歌
が
巻

名
歌
で
あ
る
。
こ
の
と
き
藤
壺
は
源
氏
の
子
を
身
ご
も
っ
て
い
た
が
、
世

間
で
は
桐
壺
帝
（
源
氏
の
父
）
の
御
子
と
思
わ
れ
て
い
た
。
巻
名
歌
に
は
、

秘
密
を
分
か
ち
合
う
相
手
に
の
み
伝
わ
る
思
い
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

本
番
の
行
幸
で
は
、
源
氏
と
頭
中
将
が
「
青
海
波
」
を
舞
っ
た
。

か
ざ
し
の
紅
葉
い
た
う
散
り
す
き
て
、
顔
の
に
ほ
ひ
に
け
お
さ
れ
た

る
心
地
す
れ
ば
、
御
前
な
る
菊
を
折
り
て
左
大
将
さ
し
か
へ
た
ま
ふ
。                

 

（
三
一
五
頁
）

紅
葉
賀
香
で
も
、
そ
の
様
子
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
か
、

頭
中
将
は
「
か
ざ
し
の
桜
」
を
「
扇
」
に
替
え
る
が
、
物
語
で
は
そ
の
よ

う
な
記
述
は
な
い
。
紅
葉
の
折
節
な
の
で
、
桜
は
季
節
は
ず
れ
だ
が
、
盤

上
に
桜
と
楓
の
木
を
立
て
る
の
で
、
そ
れ
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

*

（
1
）

（
2
）
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8　

花
宴
香

【
翻
刻
】

 
　

△
花
宴
香

 
い
つ
れ
そ
と
露
の
や
ど
り
を
わ
か
む
ま
に

 

　

小
笹
が
は
ら
に
風
も
こ
そ
ふ
け

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
の
香
、
各
三
包
充
、
客
香
三
包
一
包
充
別
香

三
種
ヲ
用

、
都
合
十
二
包
出
香
と

す
。

一　

一
二
三
の
香
、
外
に
拵
へ
、
出
香
六
炷
終
て
、
試
に
焚
出
す
。
客
香
」

（
二
十
三
ウ
）
は
試
な
し
。

一　

出
香
十
二
包
打
交
、
其
内
六
包
取
て
、
一
炷
聞
に
焚
出
す
と
、
連
座

各
同
香
別
香
の
續
を
聞
覚
へ
置
く
べ
し
。
六
炷
終
て
、
試
三
包
を
焚

出
し
聞
せ
て
、
後
に
折
居
六
ツ
重
て
廻
し
、
試
に
合
せ
て
順
々
に
札

を
受
け
、
記
録
に
記
し
、
扨
て
残
六
包
を
、
又
一
炷
充
焚
出
す
。
此

時
は
一
炷
毎
に
札
筒
を
廻
し
、札
を
受
る
べ
し
。
香
色
紙
は
十
二
炷
」

（
二
十
四
オ
）
皆
終
て
開
く
な
り
。

一　

記
録
認
様
、
聞
違
た
る
は
札
銘
を
記
し
、
聞
中
た
る
は
褒
美
と
し
て

左
の
こ
と
く
記
す
也
。

 

　

一
の
香
聞
た
る
は　
　
　

詩
と
書

 

　

二
の
香
聞
た
る
は　
　
　

楽
と
書

 

　

三
の
香
聞
た
る
は　
　
　

扇
と
書

 

　

客
の
香
聞
た
る
は　
　
　

南
殿
桜
と
書
」（
二
十
四
ウ
）

　
「（
朱
）
初
六
炷
の
内

 

　

  

客
香
独
聞
四
点
、
二
人
よ
り
三
点
充
、
地
香
独
聞
三
点
、
二
人
よ

り
二
点
充
也
。
聞
違
星
な
し
。

　
「（
朱
）
後
六
炷
の
内

 

　

客
香
二
点
。　

聞
違
星
二
ツ
。

 

　

地
香
一
点
。　

聞
違
星
一
ツ
。　

各
独
聞
の
差
別
な
し
。

　

点
星
は
消
合
て
、
聞
の
下
に
認
べ
し
。

一　

記
録
書
様
左
に
記
す
。」（
二
十
五
オ
）

 

　

花
宴
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」（
二
十
五
ウ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

一　
　
　
　
　

　
　

二　
　
　
　

　3コ　
　
　
　
　
　
　

初　
　
　

後　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
＝
6
＋
コ
＋
6　

　
　

ウ　
　

│　

1
×
3　

初
段
と
後
段
の
本
香
の
間
に
、
試
香
を
行
う
。
準
備
す
る
香
は
、「
一
」

「
二
」「
三
」
の
香
が
各
三
包
、「
ウ
」
は
別
の
香
を
三
種
類
必
要
と
す
る
。

香
元
か
ら
、
ま
ず
初
段
の
本
香
と
し
て
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
を
一

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭**
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度
ず
つ
と
、「
ウ
」
の
香
三
種
類
の
計
六
回
、
香
炉
が
回
さ
れ
る
。
次
に
、

試
香
を
「
一
」「
二
」「
三
」
の
順
に
回
し
終
わ
っ
た
ら
、
折
居
を
六
つ
同

時
に
回
し
、
前
段
の
香
の
答
え
を
十
炷
香
札
で
答
え
る
。

本
香
の
後
段
は
、
残
り
六
包
を
、
前
段
と
同
じ
よ
う
に
一
炷
聞
で
答
え

を
出
す
。
た
だ
し
、
こ
の
時
の
答
え
は
、
十
炷
香
札
を
札
筒
に
入
れ
る
。

十
二
炷
す
べ
て
聞
き
終
わ
っ
た
時
点
で
、
正
答
を
公
表
す
る
。

香
之
記
は
、
聞
き
違
え
に
は
札
銘
を
記
す
が
、
聞
き
当
て
た
も
の
に
は
、

褒
美
の
文
言
を
記
す
。
す
な
わ
ち
、「
一
」
に
は
「
詩
」、「
二
」
に
は
「
楽
」、

「
三
」
に
は
「
扇
」、「
ウ
」
に
は
「
南
殿
桜
」
で
あ
る
。

得
点
は
、
初
段
の
場
合
、
客
香
の
独
聞
は
四
点
、
二
人
か
ら
は
三
点
ず

つ
、
地
香
の
独
聞
は
三
点
、
二
人
か
ら
は
二
点
ず
つ
で
あ
る
。
聞
き
違
え

て
も
、
星
は
付
け
な
い
。

後
段
の
得
点
は
、
客
香
は
、
聞
き
当
て
れ
ば
二
点
ず
つ
、
聞
き
違
え
れ

ば
星
が
二
つ
付
く
。
地
香
は
、
聞
き
当
て
れ
ば
一
点
、
聞
き
違
え
は
星
一

つ
。
何
人
聞
き
当
て
た
か
で
得
点
の
多
寡
は
な
い
。

蘭
之
園
本
で
は
、
地
香
は
「
花
」「
宴
」「
詩
」
の
香
、
各
一
包
（
試
み

あ
り
）、
客
香
は
、「
扇
」
の
香
三
包
（
試
み
な
し
）
の
、
計
六
包
を
準
備

し
、
地
香
と
客
香
を
一
包
ず
つ
組
み
合
わ
せ
て
、
二
炷
聞
を
三
度
お
こ
な

う
。「
聞
き
の
名
目
」
は
、「
南
殿
の
桜
」「
霞
め
る
月
」「
三
つ
の
口
」「
朧

月
夜
」「
春
の
鶯
」「
小
笹
原
」
の
六
つ
を
用
い
る
。
竹
幽
本
の
前
段
・
試

香
・
後
段
と
い
う
構
成
と
比
較
す
る
と
、
簡
略
な
組
香
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

当
巻
の
冒
頭
文
は
、「
二
月
の
二
十
日
あ
ま
り
、
南
殿
の
桜
の
宴
せ
さ
せ

た
ま
ふ
。」（
三
五
三
頁
）
で
あ
る
。
南
殿
と
は
紫
宸
殿
の
こ
と
で
、
そ
の

前
に
あ
る
左
近
の
桜
が
満
開
の
折
、
そ
の
も
と
で
天
皇
主
催
の
宴
が
開
か

れ
た
。
出
席
者
は
漢
詩
を
作
文
し
た
が
、
な
か
で
も
光
源
氏
の
詩
作
は
賞

賛
の
的
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
舞
楽
も
披
露
さ
れ
た
。

そ
の
夜
ふ
け
、
源
氏
は
見
知
ら
ぬ
女
性
（
朧
月
夜
の
君
）
と
偶
然
出
会

い
、
名
前
を
聞
く
が
答
え
て
は
く
れ
な
い
。
さ
ら
に
尋
ね
た
の
が
巻
名
歌

で
あ
る
。
結
局
、
女
性
の
正
体
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
夜
明
け
を
迎
え
、
扇

を
逢
瀬
の
記
念
と
し
て
交
換
し
て
別
れ
た
。

花
宴
香
で
褒
美
と
し
て
記
録
に
記
さ
れ
る
名
目
は
「
詩
」「
楽
」「
扇
」

「
南
殿
桜
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
扇
」
は
逢
瀬
の
場
面
、ほ
か
の
言
葉
は

宴
会
の
場
面
に
見
ら
れ
る
。

9　

葵
香

【
翻
刻
】

 

　

△
葵
香

 

は
か
り
な
き
千
尋
の
そ
こ
の
み
る
ふ
さ
の

 
　

お
ひ
ゆ
く
す
ゑ
は
我
の
み
ぞ
見
ん

一　

一
炷
開
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

*

*

*

*

*
*

*
*

**
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一　

連
中
十
人
の
内
、
五
人
宛
組
合
せ
、
座
席
を
定
め
て
、
試
香
を
出
す

べ
し
。
十
炷
焚
終
り
、
勝
負
極
り
て
」（
二
十
六
オ
）
後
に
、
勝
た
る
方

を
葵
上
方
、
負
た
る
方
を
御
息
所
方
と
記
録
す
べ
し
。
是
は
、
六
條

の
御
息
所
と
葵
上
と
、
加
茂
の
祭
の
車
争
に
準
へ
て
、
か
く
組
侍
る
。

一　

一
二
三
客
の
香
、
各
三
包
、
已
上
十
二
包
の
内
、
二
包
除
け
、
残
り

十
包
出
香
と
す
地
香
、
外
に
拵
へ

試

に

出

す

。

一　

勝
負
の
場
に
、
車
二
輛
並
置
き
、
客
香
地
香
の
差
別
」（
二
十
六
ウ
）
な

く
、
双
方
の
聞
数
を
消
合
せ
て
、
多
き
方
一
間
充
進
む
聞
数
の
多
数
に　
　
　

不
拘
、
一
間
充
進
る
也

。

聞
少
き
方
は
、
一
間
充
退
く
也
。
客
独
聞
は
二
間
進
む
不
聞
方
は

二
間
退
く

。
双
方

持
の
時
は
、
進
退
な
し
。
早
く
行
着
た
る
方
勝
也
。
も
し
香
終
ら
ず

半
に
も
成
ら
ざ
る
時
は
、
又
車
を
む
け
直
し
、
前
の
如
く
進
退
す
べ

し
。
此
時
は
、
勝
負
の
場
に
早
く
至
る
を
、
二
の
勝
と
定
め
、
盤
の

勝
負
は
終
る
也
。」（
二
十
七
オ
）

一　

早
く
行
着
た
る
上
に
て
、
負
た
る
方
進
み
て
、
勝
た
る
方
の
進
と
同

前
に
相
並
時
は
、
双
方
持
と
定
め
て
盤
の
勝
負
は
終
る
べ
し
。

一　

勝
負
極
て
後
に
、
負
た
る
方
の
葵
は
取
去
べ
し
。

一　

記
録
は
中
り
斗
を
記
す
。
認
様
左
の
ご
と
し
。」（
二
十
七
ウ
）

 

　

葵
香
記

 

　
　
〔
表
〕」（
二
十
八
オ
）

 

　

葵
香
立
物
圖

 

　
　

盤
の
上
に
か
ざ
る

 

　
　

御
所
車　

二
ツ

 

　
　

負
た
る
方
の
葵
は
取
さ
る
べ
し

 

　
　

榊　

四
本　

盤
の
四
方
に
立
る

 

　
　

葵　

二
枝
車
の
前
に

か
け
置
く

 

　
　
〔
圖
〕」（
二
十
八
ウ
）

 

　
　
〔
圖
〕」（
二
十
九
オ
）

 

　
　

同
盤
の
圖

 

　
　
　
　
　

竪
溝
二
筋　

横
界
十
間　

真
中
に
勝
負
場
有

 

　
　
〔
圖
〕」（
二
十
九
ウ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

一　
　
　

　
　

二　
　
　
　

3 コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　

12 

― 

2
＝
10　

　
　

ウ　
　

│　

3　

試
香
は
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
を
一
度
ず
つ
、
計
三
度
回
す
。
そ
れ

か
ら
本
香
が
、「
一
」「
二
」「
三
」「
ウ
」
の
香
、
各
三
包
か
ら
二
包
除
い

て
、十
度
出
香
さ
れ
る
。
十
炷
香
札
を
用
い
た
一
炷
開
の
盤
物
で
あ
る
。
記

録
に
は
、
聞
き
当
て
た
分
の
み
を
記
す
。

ま
ず
、連
中
を
五
人
ず
つ
二
組
に
分
け
、座
席
も
定
め
る
。
た
だ
し
、勝

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*
*

*
*
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負
が
決
し
た
後
、
勝
っ
た
方
を
「
葵
上
方
」、
負
け
た
方
を
「
御
息
所
方
」

と
し
て
記
録
す
る
。

盤
の
中
央
、
勝
負
の
場
に
、
車
を
二
両
、
逆
方
向
に
並
べ
て
置
く
。
聞

き
当
て
た
人
数
が
多
い
組
が
一
間
進
み
、
少
な
い
組
は
一
間
退
く
。
聞
き

当
て
た
人
数
の
多
寡
に
よ
っ
て
、進
退
の
間
数
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。た

だ
し
、
客
香
の
独
聞
は
二
間
進
み
、
相
手
方
は
二
間
退
く
。
聞
き
当
て
た

人
数
が
同
数
の
場
合
、
進
退
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
二
両
の
車
が
、
押
し

た
り
引
い
た
り
す
る
よ
う
に
車
を
動
か
し
て
い
き
、
五
つ
の
升
目
を
先
に

行
き
着
い
た
組
を
勝
と
す
る
。

も
し
、
十
度
の
本
香
の
途
中
で
、
車
が
五
つ
の
升
目
の
半
分
も
動
か
な

か
っ
た
時
は
、
片
方
の
車
を
逆
向
き
に
置
き
直
し
、
二
両
の
車
を
盤
の
中

央
に
向
け
て
、
前
述
と
同
様
に
動
か
す
。
こ
の
場
合
は
、
盤
の
中
央
（
勝

負
の
場
）
に
早
く
行
き
着
い
た
組
を
勝
と
す
る
。
こ
れ
を
「
二
の
勝
」
と

い
う
。
な
お
、
本
香
が
終
わ
る
ま
で
の
間
に
、
相
次
い
で
行
き
着
い
た
時

に
は
、「
持
」（
引
き
分
け
）
と
し
、
勝
負
を
終
え
る
。
勝
負
を
決
し
た
後

は
、
負
け
た
組
の
車
の
葵
を
取
り
去
る
。

蘭
之
園
本
は
、
竹
幽
本
と
同
じ
く
盤
物
で
あ
り
、
車
の
進
め
方
も
、
間

数
に
違
い
こ
そ
あ
れ
、
ほ
ぼ
同
様
と
見
ら
れ
る
が
、
盤
の
中
央
の
榊
に
向

か
っ
て
、
二
両
の
車
を
そ
れ
ぞ
れ
両
端
か
ら
五
間
目
に
置
く
点
が
大
き
く

異
な
る
。
そ
の
榊
の
前
に
行
き
着
い
た
組
を
勝
と
し
、
ま
た
、
相
手
方
を

「
人
た
ま
ひ
」
と
呼
ぶ
盤
の
端
、
一
間
目
に
追
い
込
ん
だ
り
、
盤
か
ら
落
と

し
た
り
し
て
も
勝
と
な
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

桐
壺
帝
（
源
氏
の
父
）
が
退
位
し
て
朱
雀
帝
（
源
氏
の
兄
）
が
即
位
す

る
と
、
斎
院
も
交
代
す
る
。
斎
院
と
は
、
賀
茂
神
社
に
奉
仕
す
る
未
婚
の

皇
女
で
あ
る
。
新
し
い
斎
院
は
賀
茂
川
の
川
原
で
禊
を
す
る
決
ま
り
が
あ

り
、
そ
の
お
供
に
源
氏
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

あ
の
光
源
氏
を
一
目
見
よ
う
と
、
大
勢
の
人
が
朝
早
く
か
ら
集
ま
っ
た
。

葵
の
上
は
源
氏
の
子
を
身
ご
も
り
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
行
く
気
が
し
な
か
っ

た
が
、
人
々
に
勧
め
ら
れ
て
昼
ご
ろ
に
出
か
け
た
。
す
で
に
大
通
り
に
は

牛
車
が
ぎ
っ
し
り
並
ん
で
い
て
、
停
め
る
場
所
な
ど
な
い
。
け
れ
ど
も
源

氏
の
正
妻
と
い
う
地
位
を
利
用
し
て
、
車
を
み
な
立
ち
退
か
せ
た
が
、
ど

う
し
て
も
動
こ
う
と
し
な
い
車
が
あ
る
。
そ
れ
は
源
氏
の
恋
人
で
あ
る
六

条
御
息
所
の
車
で
あ
っ
た
。
葵
の
上
の
家
来
の
方
が
多
く
て
、
六
条
御
息

所
の
車
は
後
ろ
に
押
し
の
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
車
争
い
と
呼
び
、

そ
の
様
子
が
盤
上
で
再
現
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
賀
茂
の
祭
（
現
在
の
葵
祭
）
が
催
さ
れ
、
そ
れ
を
源
氏
は
若

紫
と
一
緒
に
見
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
若
紫
の
長
い
髪
の
末
を
切
り
そ
ろ

え
、
二
人
の
将
来
を
祝
福
し
て
詠
ま
れ
た
の
が
巻
名
歌
で
あ
る
。

*
*
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10　

賢
木
香

【
翻
刻
】

 
　

△
賢
木
香

 
神
垣
は
し
る
し
の
杦
も
な
き
も
の
を

 

　

い
か
に
ま
か
へ
て
お
れ
る
榊
ぞ

一　

試
な
し
。

一　

源
氏
方
五
人
、
斎
宮
方
五
人
と
分
つ
源
氏
方

上
座
也

。

一　

宮
の
香
三
包
、鳥
居
の
香
三
包
、杦
の
香
二
包
、榊
の
香
二
包
客
香

な
り

、
都

合
十
包
聞
香
と
し
、
二
包
充
組
合
置
て
」（
三
十
オ
）
二
炷
聞
に
焚
出
す
。

皆
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

札
は
無
試
十
炷
香
の
こ
と
く
同
名
上
下
結
た
る
を
中
り
と
す
。
し
か

し
十
炷
香
と
は
違
ひ
、
始
に
打
札
の
極
な
く
心
次
第
銘
々
に
札
順
を

立
て
う
つ
べ
し
。

一　

源
氏
方
は
一
炷
聞
て
札
を
う
つ
。
斎
宮
方
は
二
炷
聞
て
札
を
打
也
。

 

　
　

香
組
合　

并　

二
炷
聞
札
打
様
左
の
ご
と
し
」（
三
十
ウ
）

 

宮
〳
〵
と
出
た
る
は　
　

野
ゝ
宮
の
札　
　
　

 

鳥
居
〳
〵
と
出
た
る
は　

黒
木
の
鳥
居
の
札

 

榊
〳
〵
と
出
た
る
は　
　

榊
の
札　
　
　
　
　

 

杦
〳
〵
と
出
た
る
は　
　

し
る
し
の
杦
の
札

 

鳥
居
宮
と
出
た
る
は　
　

火
た
き
屋
の
札　
　

 

宮
鳥
居
と
出
た
る
は　
　

夕
月
夜
の
札

 

宮
杦
と
出
た
る
は　
　
　

む
し
の
声
の
札　
　

 

杦
宮
と
出
た
る
は　
　
　

八
十
瀬
の
浪
の
札

 

宮
榊

榊
宮

と
出
た
る
は　
　
　
　

神
垣
の
札　
　
　
　

 

鳥
居
榊

榊
鳥
居

と
出
た
る
は 　
　
　

小
柴
垣
の
札

 

鳥
居
杦
と
出
た
る
は　
　

伊
勢
ま
で
の
札　
　

 

杦
鳥
居
と
出
た
る
は　
　

鈴
鹿
川
の
札

 

杦
榊

榊
杦

と
出
た
る
は　
　
　
　

い
か
に
ま
が
へ
て
の
札
」（
三
十
一
オ
）

 

　
　

此
内
よ
り
五
組
取
用
ゆ
。
同
組
無
き
様
に
結
合
置
べ
し
。

一　

記
録
点
は
、
地
香
何
人
聞
に
て
も
一
点
充
、
客
香
何
人
聞
に
て
も
二

点
充
也
。
客
を
地
香
の
内
と
聞
違
た
る
は
星
二
ツ
附
る
べ
し
。

一　

札
数
十
人
分
百
二
十
五
枚
。

 

　
　

札
表
は
十
炷
香
の
札
紋
に
同
じ
。

 

　

源
氏
方
は
壱
人
前
十
二
枚
別
札
二

枚
残
る

、
五
人
分
六
拾
枚
、」（
三
十
一
ウ
）

 

　
　

裏　

宮　

鳥
居　

杦　

榊　

各
三
枚
充
。

 

　

斎
宮
方
一
人
前
十
三
枚
八
枚

残
る

、
五
人
分
六
拾
五
枚
。

 

　
　
　
　

野
々
宮　

黒
木
の
鳥
居　

榊　

し
る
し
の
杦

 

　
　
　
　

火
た
き
屋　

夕
月
夜　

む
し
の
声　

八
十
瀬
の
浪

 

　
　

裏　

神
垣　

小
柴
垣　

伊
勢
ま
で　

鈴
鹿
川

 
　
　
　
　

い
か
に
ま
が
へ
て

一　

記
録
認
様
左
の
ご
と
し
。」（
三
十
二
オ
）

 

　

賢
木
香
の
記
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〔
表
〕」（
三
十
二
ウ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

宮　
　
　

　
　

鳥
居　
　
　

３　
　
　
　

＼
1
×
10
光
源
氏
方　
　

　
　

杉　
　
　
　
　
　
　
　

10
／
2
×
5
斎
宮
方　
　
　

　
　

榊　
　
　
　

２　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

客
香
也

連
中
を
、
源
氏
方
（
上
座
）・
斎
宮
方
、
各
五
人
に
分
け
る
。
試
香
は
な

く
、
本
香
は
、「
宮
の
香
」「
鳥
居
の
香
」
を
各
三
包
、「
杦
の
香
」「
榊
の

香
」
各
二
包
の
計
十
包
を
準
備
す
る
。
こ
の
う
ち
、「
榊
の
香
」
は
客
香
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
香
を
、
二
包
ず
つ
組
合
せ
、
二
炷
聞
と
す
る
が
、
源
氏

方
は
一
炷
ご
と
に
、
斎
宮
方
は
二
炷
ご
と
に
札
を
打
つ
。

札
は
、
専
用
の
も
の
を
、
十
人
分
で
百
二
十
五
枚
準
備
す
る
。
源
氏
方

は
一
人
分
が
十
二
枚
、
斎
宮
方
は
十
三
枚
で
あ
る
。
札
の
表
は
、
十
炷
香

札
の
紋
と
同
じ
だ
が
、
札
裏
は
、
源
氏
方
と
斎
宮
方
と
で
異
な
る
。
す
な

わ
ち
、源
氏
方
は
、「
宮
」「
鳥
居
」「
杦
」「
榊
」
を
各
三
枚
計
十
二
枚
、斎

宮
方
は
、「
野
々
宮
」「
黒
木
の
鳥
居
」「
榊
」「
し
る
し
の
杦
」「
火
た
き

屋
」「
夕
月
夜
」「
む
し
の
声
」「
八
十
瀬
の
浪
」「
神
垣
」「
小
柴
垣
」「
伊

勢
ま
で
」「
鈴
鹿
川
」「
い
か
に
ま
が
へ
て
」
を
各
一
枚
計
十
三
枚
を
準
備

す
る
。

試
香
が
な
い
た
め
、
最
初
の
地
香
に
は
任
意
の
札
を
打
ち
、
こ
れ
を
基

準
と
し
て
、
同
香
・
異
香
を
聞
き
分
け
る
。
客
香
に
は
「
榊
の
香
」
を
割

り
当
て
、
全
四
種
類
の
香
を
分
別
す
る
。
源
氏
方
は
、
一
炷
ご
と
に
札
を

打
つ
（
札
は
、
十
二
枚
準
備
し
て
十
枚
使
用
す
る
た
め
、
二
枚
余
る
）。
一

方
、
斎
宮
方
は
、
二
炷
組
み
合
わ
せ
て
札
を
打
つ
（
札
は
、
十
三
枚
準
備

し
て
五
枚
使
用
す
る
た
め
、
八
枚
余
る
）
が
、
客
香
で
あ
る
「
榊
の
香
」

が
一
炷
入
る
組
合
せ
は
、「
榊
の
香
」
が
一
炷
目
、
二
炷
目
の
い
ず
れ
に
出

た
か
は
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
、
順
不
同
で
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
香

元
は
、
こ
の
十
三
種
類
の
組
合
せ
の
中
か
ら
、
重
複
す
る
こ
と
な
く
、
五

組
を
選
ん
で
香
を
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

す
べ
て
の
香
を
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す

る
。
二
炷
と
も
に
聞
き
当
て
た
場
合
に
得
点
と
な
る
。
地
香
は
各
一
点
、客

香
は
各
二
点
。
客
香
を
地
香
と
聞
き
違
っ
た
場
合
は
、
星
を
二
つ
付
す
。

蘭
之
園
本
は
、
竹
幽
本
と
準
備
す
る
香
の
種
類
と
数
は
同
じ
で
あ
る
が
、

「
宮
」「
鳥
居
」「
杉
」
の
香
に
は
試
香
が
あ
り
、連
中
を
分
け
る
こ
と
な
く
、

二
炷
聞
で
お
こ
な
う
。
竹
幽
本
の
斎
宮
方
と
同
じ
十
三
の「
聞
き
の
名
目
」

が
列
挙
さ
れ
、
客
香
が
入
る
場
合
は
、
二
炷
の
う
ち
の
前
か
後
か
は
問
わ

な
い
の
も
、
竹
幽
本
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
蘭
之
園
本
の
組
香
を
斎
宮
方

に
置
き
、源
氏
方
の
一
炷
聞
と
組
み
合
わ
せ
た
の
が
竹
幽
本
で
あ
ろ
う
。試

香
が
な
い
こ
と
で
難
易
度
も
高
く
、
よ
り
複
雑
な
組
香
と
な
っ
た
と
言
え

よ
う
か
。

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
⎫｜⎬｜⎭

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*
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（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

記
録
の
名
目
は
全
部
で
十
三
あ
り
、す
べ
て
蘭
之
園
本
と
共
通
す
る
。そ

れ
ら
を
『
源
氏
小
鏡
』
所
収
の
寄
合
と
比
較
す
る
と
、
蘭
之
園
本
が
利
用

し
た
と
推
定
さ
れ
る
第
一
系
統
第
一
類
に
は
、巻
名
歌
に
あ
る
四
語（「
榊
」

「
し
る
し
の
杉
」「
神
垣
」「
い
か
に
ま
が
へ
て
」）
と
「
火
た
き
屋
」
以
外

の
八
語
は
、寄
合
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
火
た
き
屋
」
は
第
一
系
統

で
は
梗
概
文
の
中
に
あ
る
が
、
第
三
系
統
第
二
類
（
道
安
系
統
）
に
は
寄

合
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
竹
幽
本
も
蘭
之
園
本
も
「
小
柴
垣
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

『
源
氏
小
鏡
』
の
第
一
系
統
第
一
類
で
は
「
し
ば
が
き
」
で
あ
る
が
、道
安

系
統
で
は
「
小
柴
垣
」
で
あ
る
。
一
方
、
竹
幽
本
と
蘭
之
園
本
そ
し
て
第

一
系
統
第
一
類
も
「
む
し
の
声
」
で
あ
る
の
に
、
道
安
系
統
は
「
む
し
の

音
」
で
、「
音
」
の
方
が
物
語
本
文
に
合
う
。
こ
の
よ
う
に
記
録
の
名
目
と

す
べ
て
合
致
す
る
『
源
氏
小
鏡
』
は
見
当
た
ら
な
い
。

巻
名
歌
に
も
寄
合
に
も
見
出
せ
ず
『
源
氏
小
鏡
』
の
文
章
に
の
み
見
ら

れ
る
語
、
あ
る
い
は
寄
合
に
あ
る
も
の
の
本
文
が
少
し
異
な
る
語
を
、
系

統
別
に
列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

1　

第
一
系
統
第
一
類
―
ひ
た
き
や
。
し
は
か
き
。

2　

第
一
系
統
第
二
類
―
ひ
た
き
や
。

3　

第
一
系
統
第
四
類
―
ひ
た
き
や
。
し
は
か
き
。
虫
の
声
々
。

4　

第
二
系
統
―
ひ
た
き
や
。
し
は
か
き
。

5　

第
三
系
統
第
二
類
（
聖
護
院
系
統
）
―
ひ
た
き
屋
。

6　

第
三
系
統
第
二
類
（
道
安
系
統
）
―
む
し
の
音
。

7　

第
三
系
統
第
三
類
―
野
の
宮
。
虫
の
こ
ゑ
。

8　

第
四
系
統（
神
宮
文
庫
本
）―
火
焼
屋
。
柴
垣
。
む
し
の
声
〳
〵
。

9　

  

第
四
系
統
（
大
阪
市
立
大
学
本
）
―
火
た
き
屋
。
し
は
垣
。
虫

の
こ
ゑ
。

右
記
の
中
で
、「
し
ば
が
き
」（
柴
垣
）
と
「
こ
し
ば
が
き
」（
小
柴
垣
）、

「
虫
の
声
」
と
「
虫
の
音
」
の
異
同
は
さ
て
お
き
、「
ひ
た
き
や
」
は
連
歌

の
世
界
で
は
寄
合
で
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
香
道
で
は
記
録
の
名
目

に
さ
れ
て
い
る
。
武
居
氏
は
名
目
の
典
拠
を
調
査
さ
れ
て
、
寄
合
に
よ
る

も
の
を
受
動
的
受
容
、
そ
れ
以
外
に
よ
る
も
の
を
能
動
的
受
容
と
分
類
さ

れ
た
。
そ
の
説
に
よ
る
と
、「
火
た
き
屋
」
は
能
動
的
受
容
の
唯
一
の
例
に

な
る
。

さ
て
、
十
三
の
名
目
の
う
ち
四
語
は
巻
名
歌
に
使
わ
れ
、
別
の
三
語

（「
鈴
鹿
川
」「
八
十
瀬
の
波
」「
伊
勢
ま
で
」）
は
次
の
和
歌
に
見
ら
れ
る
。

鈴
鹿
川
八
十
瀬
の
波
に
ぬ
れ
ぬ
れ
ず
伊
勢
ま
で
誰
か
思
ひ
お
こ
せ
む

 

（
九
四
頁
）

ほ
か
の
六
語
を
用
い
て
、
当
該
場
面
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
す
る
。

前
の
巻
（
葵
の
巻
）
で
賀
茂
の
斎
院
が
交
代
し
た
よ
う
に
、
伊
勢
神
宮

に
仕
え
る
斎
宮
も
新
た
に
六
条
御
息
所
の
娘
が
選
ば
れ
た
。
六
条
御
息
所

は
光
源
氏
と
の
仲
を
あ
き
ら
め
、
娘
に
付
き
添
っ
て
伊
勢
へ
下
向
す
る
こ

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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と
に
し
た
。
源
氏
は
六
条
御
息
所
を
引
き
止
め
る
た
め
、
斎
宮
が
心
身
を

清
め
て
籠
も
っ
て
い
る
「
野
々
宮
」
を
訪
れ
た
。
晩
秋
の
嵯
峨
野
は
秋
の

花
も
「
虫
の
声
」
も
衰
え
、
二
人
の
仲
を
象
徴
し
て
い
た
。
母
娘
が
住
む

と
こ
ろ
は
「
小
柴
垣
」
に
囲
ま
れ
、「
黒
木
の
鳥
居
」
が
立
て
ら
れ
、「
火

た
き
屋
」（
番
人
が
警
固
の
た
め
に
篝
火
を
た
く
小
屋
）
の
明
か
り
が
か
す

か
に
見
え
た
。
折
し
も
「
夕
月
夜
」（
上
旬
の
月
）
に
照
ら
さ
れ
た
源
氏
は
、

手
に
持
っ
て
い
た
榊
の
葉
の
よ
う
に
変
わ
ら
ぬ
思
い
を
六
条
御
息
所
に
訴

え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
和
歌
で
答
え
た
の
が
、巻
名
歌
で
あ
る
。
結
局
、六

条
御
息
所
は
伊
勢
へ
赴
き
、
源
氏
の
恨
み
の
歌
に
対
す
る
返
歌
が
、
前
掲

の
歌
「
鈴
鹿
川
」
で
あ
る
。

11　

花
散
里
香

【
翻
刻
】

 

　

△
花
散
里
香

 

橘
の
か
を
な
つ
か
し
み
ほ
と
ゝ
ぎ
す

 

　

花
ち
る
里
を
た
づ
ね
て
ぞ
と
ふ

一　

試
な
し
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

宿ヤ
ド
ノ
カ
キ
ネ

垣
根
の
香
、
五サ

ミ
ダ
レ

月
雨
の
香
、
軒
の
つ
ま
の
香
、
各
二
包
充
、
橘
の

香
一
包
ウ
香
也　

。
時
鳥
の
香
一
包
客
香
な
り

、
以
上
八
包
出
香
と
す
。」（
三
十
三
オ
）

一　

初
炷
香
に
包
紙
七
包
表
に
橘
を
画
く
。

裏
金
な
り
。

 

　

隠カ
ク
シ
ナ名　

宿
垣
根　

五
月
雨　

軒
の
つ
ま　

各
二
包
充
橘
一
包
認
る

 

後
炷
香
に
包
紙
八
包
表
に
時
鳥
を
画
く
。

裏

銀

な

り
。

 

　

隠
名
七
包
は
初
炷
の
通
に
同
し
。
外
に
時
鳥
一
包
認
る
。

一　

出
香
の
包
分
様
は
、先
つ
時
鳥
の
香
を
、後
炷
の
包
紙
に
包
除
置
、残

七
炷
の
香
を
初
炷
の
包
紙
に
包
み
て
後
炷
の
包
紙
に
は
香
入
ず
置
く

也
。
初
宿
と
後
宿
と
は
結
と
な
す
。
五
、軒
、橘
も
初
後
一
包
」（
三
十
三

ウ
）
充
同
名
を
一
結
と
な
し
、
都
合
七
結
打
交
、
い
つ
れ
よ
り
成
と
も

一
炷
充
焚
出
す
。
初
包
紙
は
鴬
へ
さ
し
組
合
た
る
後
、
包
紙
は
其
脇

に
置
く
べ
し
。
扨
て
出
香
一
炷
一
順
回
り
て
香
元
へ
戻
る
と
焚タ
キ
ガ
ラ殼

を

脇
に
置
た
る
後
の
包
紙
に
包
置
き
、
又
次
の
一
包
を
焚
出
す
。
七
包

と
も
に
其
式
等
し
。
焚
殼
七
炷
、
皆
包
終
て
能
打
交
、
其
内
一
包
除

此
一
包

は
不
用

。
初
に
除
置
た
る
時
鳥
の
香
を
加
へ
、
又
七
色
と
し
、
再
打
交
て

一
炷
充
焚
出
し
、
十
四
炷
皆
」（
三
十
四
オ
）
聞
終
て
、
一
同
に
包
紙
を

開
く
也
。

一　

出
香
は
二
度
焚
返
す
故
に
、
連
中
多
き
時
は
通
り
難
し
。
又
香
木
も

其
心
得
し
て
火
末
永
き
木
を
用
ゆ
。
火
あ
い
に
習
有
。

一　

聞
様
は
、
十
四
炷
と
も
に
無
試
十
炷
香
の
通
り
に
、
順
を
立
て
札
打

也
。
初
炷
七
包
に
打
た
る
札
七
枚
を
記
録
に
写
留
て
不
残
連
中
銘
々

へ
返
し
、
後
の
七
炷
に
又
打
す
る
べ
し
。

 

　
  

宿
垣
根
（
朱
）　　

一
の
札　
　

五
月
雨
（
朱
）　

二
の
札
」（
三
十
四

ウ
）
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軒
の
つ
ま
（
朱
）　

三
の
札　
　

た
ち
花
（
朱
）　

ウ
の
札

 

　

時
鳥
（
朱
）　
一ウ

札
二
枚
打

一　

記
録
点
は
、
時
鳥
香
三
点
、
橘
香
二
点
、
地
香
一
点
充
也
。
各
独
聞

の
差
別
な
し
。
初
七
炷
は
無
試
十
炷
香
の
通
り
上
下
結
た
る
に
点
を

掛
る
。
後
七
炷
の
点
掛
様
左
の
ご
と
し
。

 

　
　

初
二
炷
結
中

 

　
　

後
二
炷
結
中　

各
一
点
充　

合
四
点
也
（
朱
）」（
三
十
五
オ
）

 

　
　

初
二
炷
結
中　

各
一
点
充

 

　
　

後　
二
炷
結
ず
と
も
初
二
炷
結
た
る
と　

同
札
打
ば
其
一
炷
は
中
と
し
一
点
也　

合
三
点
也
（
朱
）

 

　
　

初　
二
炷
結
ず
と
も
後
二
炷
結
た
る
と　

同
札
打
ば
其
一
炷
は
中
と
し
一
点
也

 

　
　

後
二
炷
結
中　

各
一
点
充　

合
三
点
也
（
朱
）

 

　
　

初
二
炷
結
中　

各
一
点
充

 

　
　

後
二
炷
不
結　

点
な
し　
　

合
二
点
也
（
朱
）」（
三
十
五
ウ
）

 

　
　

初
二
炷
不
結　

点
な
し

 

　
　

後
二
炷
結
中　

各
一
点
充　
　

合
二
点
也
（
朱
）」

 

　
　

初
炷
と
後
一
炷
と
結
た
る
は
点
な
し

 

　
　

初
橘
中

 

　
　

後
橘
中　

各
二
点
充　

合
四
点
也
（
朱
）

 

　
　

初
橘
中　

二
点

 

　
　

後
橘
外　

点
な
し

 

　
　

初
橘
外　

点
な
し

 

　
　

後
橘
中　
中
た
れ
と
も

点

な

し

 

　
　

時
鳥
香
に
は
時
鳥
の
札
一
ウ

二
枚

を
中
と
す
。
三
点
充
也
。」（
三
十
六
オ
）

一　

出
香
と
打
札
と
同
名
異
名
に
抱
は
ら
ず
無
試
十
炷
香
の
通
り
に
順
を

立
て
打
べ
し
。
時
鳥
の
札
斗
り
に
同
名
を
用
ゆ
。
点
甚
紛
敷
故
に
艸

稿
を
設
け
、
同
香
を
集
て
点
を
定
む
る
。
其
式
こ
ゝ
に
出
す
。

 

　

出
香
并
札
打
之
順
艸
稿
」（
三
十
六
ウ
）

 

　
　
〔
表
〕

 

右
の
ご
と
く
艸
稿
に
札
を
写
し
、
包
紙
を
開
き
香
名
を
認
て
、
其
上

に
て
同
香
を
集
て
点
を
極
る
左
の
ご
と
し
。」（
三
十
七
オ
）

 

　

同
香
寄
点
定
艸
稿　

宿
一
炷
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕

 

初
の
一
炷
と
後
の
一
炷
と
結
た
る
は
点
な
し
。
合
印
に
て
知
る
へ
し
。

（
朱
）」（
三
十
七
ウ
）

  

右
の
点
を
以
て
記
録
に
写
す
。
記
録
に
は
本
哥
の
上
七
文
字
と
下
七
文

字
を
上
下
に
認
て
、
其
字
に
當ア

テ

て
点
を
か
く
る
。
皆
中
は
褒
美
に
聞
の

下
に
中
川
と
認
る
べ
し
。
香
本
に
初
の
七
包
を
全
字
に
認
め
、
後
の
七

包
は
朱
に
て
一
字
充
認
て
よ
し
。

 

　

か宿

宿

五

五

軒

軒

橘

お
な
つ
か
し
み
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た宿

宿

五

五

軒

軒

橘

つ
ね
て
そ
と
ふ

（

朱

）　

 

　
　
　

  

此
七
文
字
の
内
に
て
一
炷
除
た
る
跡
を
時
鳥
の
座
と
定
む
る
。

假
令
宿
の
香
除
た
ら
ば
、
つ
の
字
を
時
鳥
の
座
と
定
て
時
鳥

の
点
を
か
く
る
べ
し
。（
朱
）

一　

記
録
認
様
左
に
出
す
。」（
三
十
八
オ
）

 

　

花
散
里
香
記　

宿
垣
根
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」（
三
十
八
ウ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

宿
垣
根　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　一札　

初
点

　
　

五
月
雨　
　
　
　
　

2　

初　
　

  　
　
　
　
　

後　

二　

1　

　
　

軒
の
つ
ま　
　
　
　
　
　

7　

７ 

― 

1
＝
6　
　
　

三　

　
　

橘　
　
　

客
香
也　

1　
　
　
　

  　
　
　
　
　

7　

ウ　

2

　
　

時
鳥　
　

客
香
也　

1　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

 

一
ウ 
3

「
宿
垣
根
の
香
」「
五
月
雨
の
香
」「
軒
の
つ
ま
の
香
」
を
各
二
包
、「
橘

の
香
」
一
包
、「
時
鳥
の
香
」
一
包
を
準
備
し
、
計
八
包
を
出
香
す
る
。
こ

の
う
ち
、「
橘
」
と
「
時
鳥
」
と
は
、
別
々
の
客
香
を
用
い
る
。
試
香
は
な

い
。花

散
里
香
は
、
初
炷
と
後
炷
に
分
か
れ
る
。
ま
ず
、
初
炷
と
し
て
、
表

に
橘
を
描
き
、
裏
は
金
の
包
紙
七
包
を
用
意
し
、「
宿
垣
根
」「
五
月
雨
」

「
軒
の
つ
ま
」
各
二
包
、「
橘
」
一
包
の
香
を
準
備
す
る
。
ま
た
、
後
炷
は
、

表
に
橘
を
描
き
、
裏
は
銀
の
包
紙
八
包
を
用
意
し
、
そ
の
う
ち
七
包
に
は

香
を
入
れ
ず
、空
の
状
態
の
ま
ま
、初
炷
の
七
包
と
ペ
ア
に
し
て
お
く
。
初

炷
の
後
、
そ
の
焚
き
殻
を
、
後
炷
の
包
紙
に
包
む
。
こ
れ
ら
七
包
か
ら
一

包
を
除
い
た
上
で
、「
時
鳥
」
一
包
を
加
え
、
計
七
包
を
出
香
す
る
。
従
っ

て
、
初
炷
・
後
炷
、
あ
わ
せ
て
十
四
炷
と
な
る
。
一
炷
聞
き
で
、
十
炷
香

札
を
打
つ
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
答
え
が
披
露
さ
れ
る
。

焚
き
殻
を
用
い
る
組
香
は
珍
し
く
、
連
中
が
多
い
時
に
は
特
に
難
し
い
。

「
火
末
」（
香
の
焚
き
殻
が
わ
ず
か
に
薫
っ
て
い
る
状
態
）
が
長
く
続
く
香

木
を
用
い
る
。
香
炉
の
「
火
相
」（
火
の
具
合
）
に
も
口
伝
が
あ
る
。

札
は
、
無
試
十
炷
香
の
通
り
、
出
香
の
順
に
、
香
の
種
類
ご
と
に
「
一
」

「
二
」「
三
」「
ウ
」
と
打
っ
て
い
く
。
後
炷
の
客
香
「
時
鳥
」
の
み
「
一
」

と
「
ウ
」
の
札
二
枚
を
打
つ
。
初
炷
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
香
元
は
札

を
連
中
に
返
し
て
か
ら
、
後
炷
に
入
る
。

記
録
点
は
、
客
香
の
「
時
鳥
」
三
点
、「
橘
」
二
点
、
地
香
一
点
と
す
る
。

初
炷
は
、
地
香
三
種
類
の
ペ
ア
と
客
香
「
橘
」
一
包
を
聞
き
当
て
る
。
ま

た
、
後
炷
は
、
地
香
三
種
類
の
ペ
ア
と
客
香
「
時
鳥
」
一
包
の
場
合
、
あ

る
い
は
、
地
香
は
二
種
類
の
ペ
ア
と
単
独
で
一
包
、
客
香
は
「
橘
」「
時

鳥
」
の
各
一
包
の
場
合
が
想
定
さ
れ
る
。
後
炷
で
は
、
初
炷
の
答
え
に
合

わ
せ
て
、
ど
の
香
の
焚
き
殻
か
、
初
め
て
加
え
ら
れ
た
客
香
「
時
鳥
」
は

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

*

*
*

*

*

*

*

*
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ど
れ
か
を
聞
き
分
け
る
。
一
種
類
の
地
香
を
、
初
炷
・
後
炷
で
四
包
全
部

聞
き
当
て
た
場
合
は
計
四
点
、
初
炷
で
地
香
の
ペ
ア
を
当
て
、
さ
ら
に
後

炷
で
同
香
一
つ
を
当
て
た
場
合
や
、
そ
の
逆
に
、
初
炷
の
地
香
一
つ
と
同

香
の
ペ
ア
を
後
炷
で
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
計
三
点
が
与
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
初
炷
と
後
炷
、
い
ず
れ
か
に
お
い
て
ペ
ア
を
当
て
、
そ
の
一
方
で
は

二
包
と
も
外
し
た
場
合
は
二
点
と
な
る
が
、
初
炷
の
一
包
と
後
炷
の
一
包

を
当
て
て
も
得
点
に
は
な
ら
な
い
。
客
香
「
橘
」
は
、
初
炷
・
後
炷
と
も

に
当
て
れ
ば
計
四
点
、
初
炷
の
み
当
て
て
も
二
点
が
加
え
ら
れ
る
が
、
後

炷
の
み
当
て
た
場
合
は
得
点
に
な
ら
な
い
。

記
録
は
、
得
点
の
計
算
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
草
稿
を
作
成
す
る
。

す
な
わ
ち
、
初
炷
・
後
炷
を
上
段
と
下
段
に
分
け
、
出
香
の
順
に
記
録
す

る
。
そ
の
上
で
、同
香
を
ま
と
め
た
表
を
作
成
し
、得
点
を
算
出
す
る
。
表

は
上
か
ら
「
宿
」「
五
」「
軒
」「
橘
」「
時
」
の
段
に
分
け
、「
時
」
を
除
く

格
段
を
初
炷
・
後
炷
に
分
け
る
。
地
香
「
宿
」「
五
」「
軒
」
は
さ
ら
に
各

段
を
二
段
に
分
け
、全
部
で
十
五
段
の
表
と
す
る
。
こ
の
う
ち
一
段
は
、後

炷
で
除
い
た
香
一
包
に
あ
た
る
た
め
「
除
」
と
記
す
。
記
録
に
は
、
ま
ず
、

上
か
ら
十
四
段
目
ま
で
の
答
え
を
初
炷
・
後
炷
、
七
文
字
ず
つ
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
、「
か
を
な
つ
か
し
み
」「
た
つ
ね
て
そ
と
ふ
」
と
い
う
本
歌
に
一

文
字
ず
つ
あ
て
は
め
、
得
点
分
の
合
点
を
付
す
。
な
お
、
先
に
「
除
」
と

記
し
た
場
所
は
「
時
鳥
の
座
」
と
い
い
、
後
炷
の
客
香
「
時
鳥
」
の
点
を

記
入
す
る
。
す
べ
て
聞
き
当
て
た
場
合
に
は
、
褒
美
と
し
て
、
記
録
の
下

方
に
「
中
川
」
と
記
す
。

蘭
之
園
本
は
、試
香
の
な
い
香
（
地
香
）
を
別
の
香
で
五
包
準
備
し
、試

香
の
あ
る
香
（
客
香
）
一
種
類
、五
包
と
ペ
ア
に
し
、二
炷
聞
と
す
る
。
地

香
は
聞
捨
と
し
、
客
香
の
み
を
「
聞
き
の
名
目
」
で
答
え
る
。
す
な
わ
ち
、

二
炷
の
う
ち
、
客
香
が
後
に
出
た
場
合
は
す
べ
て
「
中
川
」、
先
に
出
た
場

合
は
、
香
炉
が
廻
っ
て
き
た
順
に
「
橘
」「
香
を
な
つ
か
し
み
」「
時
鳥
」

「
花
散
里
」「
尋
ね
て
ぞ
と
ふ
」
で
あ
る
。
竹
幽
本
に
比
べ
て
、
簡
便
な
組

香
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

客
香
の
名
称
に
使
わ
れ
た
「
橘
」
と
「
時
鳥
」
は
、巻
名
歌
に
よ
る
。
ほ

か
の
「
宿
垣
根
」「
五
月
雨
」「
軒
の
つ
ま
」
も
物
語
中
の
和
歌
に
よ
る
。

Ａ　

  

を
ち
返
り
え
ぞ
忍
ば
れ
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
ほ
の
語
ら
ひ
し
宿
の
垣
根

に 

（
一
五
四
頁
）

Ｂ　

  

ほ
と
と
ぎ
す
言
問
ふ
声
は
そ
れ
な
れ
ど
あ
な
お
ぼ
つ
か
な
五
月
雨

の
空 

（
一
五
五
頁
）

Ｃ　

  

人
目
な
く
荒
れ
た
る
宿
は
橘
の
花
こ
そ
軒
の
つ
ま
と
な
り
け
れ　

 

（
一
五
七
頁
）

皆
中
（
す
べ
て
聞
き
当
て
た
こ
と
）
の
と
き
に
記
す
「
中
川
」
は
、
物

語
の
地
の
文
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
賀
茂
川
（
東
川
）
と
桂
川
（
西
川
）

*

*
*



31 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（三）

の
間
に
あ
り
、
平
安
京
の
東
の
端
を
流
れ
て
い
た
川
で
あ
る
。
中
川
の
あ

た
り
に
住
む
女
性
に
源
氏
が
詠
み
入
れ
た
和
歌
が
右
記
の
歌
Ａ
で
、「
宿
の

垣
根
」は
そ
の
女
性
の
家
を
指
す
。
そ
れ
に
対
す
る
返
歌
が
Ｂ
で
あ
る
。
そ

の
あ
と
源
氏
が
麗
景
殿
の
女
御
の
邸
宅
を
訪
れ
て
詠
ん
だ
の
が
巻
名
歌
で
、

そ
の
返
し
が
Ｃ
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』
に
よ
る
言
葉
を
『
源
氏
小
鏡
』
で
調
べ
る
と
、「
宿
垣
根
」

と
「
五
月
雨
」
は
第
一
〜
第
四
系
統
全
本
の
寄
合
に
あ
る
。
逆
に
「
軒
の

つ
ま
」
は
寄
合
に
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
語
を
含
む
和
歌
が
第
三
系
統
第
三

類
に
の
み
引
か
れ
て
い
る
。「
中
川
」を
寄
合
に
挙
げ
て
い
る
の
は
第
三
系

統
第
二
類
（
道
安
系
統
）
し
か
な
く
、
第
四
系
統
（
大
阪
市
立
大
学
本
）

に
は
見
ら
れ
ず
、
ほ
か
の
伝
本
で
は
梗
概
文
に
あ
る
。
よ
っ
て
寄
合
・
和

歌
・
地
の
文
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
言
葉
を
含
む
の
は
第
三
系
統
第
三
類

の
み
で
あ
る
。

12　

須
磨
香

【
翻
刻
】

 

　

△
須
磨
香

 

う
き
め
か
る
い
せ
を
の
あ
ま
を
思
ひ
や
れ

 

　

も
し
ほ
た
る
て
ふ
須
磨
の
う
ら
に
て

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
の
香
、
各
三
包
充
、
客
香
二
包
一
包
充
別
香

を

用

ゆ

、
都
合
十
一
包
の
内
、

十
包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

一
の
香
斗
り
外
に
拵
へ
、
試
に
出
す
。
其
外
試
な
し
。」（
三
十
九
オ
）

一　

一
の
香
一
包
、
二
の
香
三
包
、
客
香
一
包
、
以
上
五
包
打
交
、
大
包
に
し

て
、
初
炷
と
號
く
。
一
の
香
二
包
、
三
の
香
三
包
、
客
香
一
包
、
以
上
六

包
打
交
、
其
内
一
包
取
除
、
残
り
五
包
、
又
大
包
に
し
て
、
後
炷
と

號
く
除
た
る
一
包

は

不

用
。。
初
炷
五
包
を
二
炷
聞
一
度
、
三
炷
聞
一
度
と
、
両
度

に
香
爐
二
つ
に
て
廻
し
、
五
炷
焚
終
て
、
折
居
一二

と
三
四

五　

と
廻
し
札
を

受
て
、
又
後
炷
五
包
を
前
の
ご
と
く
焚
出
し
て
、
折
居
六七

と
八
九

十　

と
廻

し
、
札
を
受
て
包
紙
を
初
後
一
同
に
開
く
べ
し
。」（
三
十
九
ウ
）

一　

香
の
出
様
に
よ
つ
て
名
目
認
様
左
の
ご
と
し
。

 

　
　

二
炷
聞
の
時

 

　

一
ウ
（
朱
）　

若
木
の
桜　
　
　
　

ウ
一
（
朱
）　

琴
の
音

 

　

（
一
二

一
三

（
朱
）　

十
五
夜　
　
　
　
　

（
二
一

三
一

（
朱
）　

詠
る
月

 

　

（
二
ウ

三
ウ

（
朱
）　

松
の
柱　
　
　
　
　

（
ウ
二

ウ
三

（
朱
）　

竹
の
垣

 

　

（
二
二

三
三

（
朱
）　

糺
の
神　
　
　
　
　

一
一
（
朱
）　

加
茂
の
瑞ミ

ヅ
カ
キ籬

 

　
　

三
炷
聞
の
時
」
（
四
十
オ
）

 
 

一
一
ウ
（
朱
）　

綱
手
な
は　
　

 

一
ウ
一
（
朱
）　

引
手
の
綱

 
 

ウ
一
一
（
朱
）　

と
こ
世　
　
　
　

（
一
一
二

一
一
三

（
朱
）　

初
厂

 
　

（
一
二
一

一
三
一

（
朱
）　

鏡
の
影　
　
　
　

（
二
一
一

三
一
一

（
朱
）　

峯
の
霞

 

　

（
二
二
一

三
三
一

（
朱
）　

伊
勢
の
使　
　
　

（
二
一
二

三
一
三

（
朱
）　

色
〳
〵
の
紙

 

　

（
一
二
二

一
三
三

（
朱
）　

春
の
盃　
　
　
　

（
二
二
ウ

三
三
ウ

（
朱
）　

藻
塩
た
る
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（
二
ウ
二

三
ウ
三

（
朱
）　

巳
日
の
禊
（
ミ
ソ
キ
）（
ウ
二
二

ウ
三
三

（
朱
）　

寝
覚
の
床

 

　

（
一
ウ
二

一
ウ
三

（
朱
）　

友
千
鳥　
　
　
　

（
一
二
ウ

一
三
ウ

（
朱
）　

都
の
花
」

（
四
十
ウ
）

 

　

（
二
ウ
一

三
ウ
一

（
朱
）　

ひ
ち
笠
の
雨　
　

（
ウ
一
二

ウ
一
三

（
朱
）　

波
こ
ゝ
も
と

 

　

（
ウ
二
一

ウ
三
一

（
朱
）　

立
来
る
浪　
　
　

（
二
一
ウ

三
一
ウ

（
朱
）　

柴
の
煙

 

　

（
二
二
二

三
三
三

（
朱
）　

四
方
の
嵐

一　

記
録
点
は
、
初
客
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
、
後
客
独
聞
四
点
、

二
人
よ
り
三
点
充
也
。
初
客
聞
違
何
人
に
て
も
星
一
つ
充
、
後
客
聞

違
何
人
に
て
も
星
二
つ
充
附
る
。
一
の
香
は
試
を
聞
た
る
故
に
一
の

札
を
打
ざ
る
は
中
に
非
ず
、
点
な
し
。
聞
中
た
る
は
何
人
に
て
も
一

点
充
か
く
る
。
又
二
三
の
香
は
試
な
き
故
に
上
下
結
ざ
る
は
中
に
非

す
、」（
四
十
一
オ
）
是
も
点
な
し
。
聞
中
た
ら
ば
独
聞
二
点
、
二
人
よ
り

一
点
充
か
く
る
べ
し
。
客
香
聞
中
た
る
は
褒
美
と
し
て
左
の
哥
を
認

る
。
両
客
聞
た
る
は
全
首
、
初
客
聞
た
る
は
上
の
句
、
後
客
聞
た
る

は
下
の
句
を
朱
に
て
聞
の
下
に
認
る
べ
し
。
記
録
大
概
次
に
出
す
。

 

　

褒
美
哥

 

　
　

雲
近
く
飛
か
ふ
田
靏
も
空
に
み
よ

 

　
　

我
は
春
日
の
く
も
り
な
き
身
ぞ
」（
四
十
一
ウ
）

 

　

須
磨
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」（
四
十
二
オ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

一　

│
　３コ　
　
　
　
　
　
　
　

1　

初　

2　
　
　

　
　

二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3　

５　
　
　
　
　

  　
　
　

後

　
　

三　
　

３　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３　

　
　

ウ
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　
　
　
　
　

6 

― 

1
＝
5

　
　

ウ
二　

１　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　

本
香
は
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
地
香
を
各
三
包
、
客
香
を
二
種
類
各
一

包
の
全
十
一
包
か
ら
一
包
を
除
き
、十
包
を
出
香
と
す
る
。
試
香
は
「
一
」

の
み
で
、
他
の
香
は
試
み
が
な
い
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
答
え
を

披
露
す
る
。

本
香
は
、
初
炷
・
後
炷
に
分
か
れ
る
。
初
炷
は
、「
一
」
一
包
、「
二
」

三
包
、「
ウ
」
一
包
の
五
包
、
後
炷
は
、
残
り
の
「
一
」
二
包
、「
三
」
三

包
、「
ウ
」
一
包
の
六
包
か
ら
一
包
を
除
い
た
五
包
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
初

炷
に
は
「
三
」
を
用
い
ず
、
ま
た
、
後
炷
に
は
「
二
」
を
用
い
な
い
。
ま

た
、「
ウ
」
は
、
初
炷
に
は
必
ず
一
包
、
後
炷
に
は
一
包
あ
る
か
、
あ
る
い

は
な
い
か
（
除
い
た
一
包
が
「
ウ
」
の
場
合
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

初
炷
・
後
炷
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
炷
聞
と
三
炷
聞
に
す
る
。
香
炉
は
二
つ

ず
つ
廻
し
て
い
き
、
五
炷
聞
き
終
え
て
か
ら
折
居
に
札
を
打
つ
。
包
紙
を

開
い
て
答
え
を
披
露
す
る
の
は
、
本
香
を
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
で

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

11 

― 

1
＝
10

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

⎫｜｜｜｜｜⎬｜｜｜｜｜⎭

⎫｜⎬｜⎭⎫｜⎬｜⎭
*

*

*
*

*

*
*
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あ
る
。

な
お
、「
聞
き
の
名
目
」
は
、
二
炷
聞
に
は
八
通
り
、
三
炷
聞
に
は
十
九

通
り
が
示
さ
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
初
炷
に
は
「
三
」
を
用
い
ず
、
後

炷
に
は
「
二
」
を
用
い
な
い
た
め
、「
二
」
と
「
三
」
の
香
に
関
わ
る
「
聞

き
の
名
目
」
は
、
初
炷
と
後
炷
で
同
じ
も
の
を
用
い
て
支
障
は
な
い
。

得
点
は
、
初
め
に
出
た
客
香
の
独
聞
は
三
点
、
二
人
か
ら
は
二
点
、
後

の
客
香
の
独
聞
は
四
点
、
二
人
か
ら
は
三
点
と
す
る
。
初
め
の
客
香
を
外

し
た
場
合
は
星
を
一
つ
、後
の
客
香
の
場
合
は
星
二
つ
を
付
す
。「
一
」
の

香
は
試
み
が
あ
る
の
で
、
必
ず
「
一
」
の
札
を
打
ち
、
聞
き
当
て
た
場
合

は
一
点
と
す
る
。
試
み
の
な
い
「
二
」「
三
」
の
香
は
、出
香
の
順
に
「
二
」

「
三
」
の
札
を
打
ち
、
同
香
の
組
合
せ
を
聞
き
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
独
聞

は
二
点
、
二
人
か
ら
は
一
点
を
得
る
。

客
香
二
包
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
褒
美
に
「
雲
近
く
飛
か
ふ
田
靏
も

空
に
み
よ　

我
は
春
日
の
く
も
り
な
き
身
ぞ
」
と
い
う
歌
を
、
聞
き
の
名

目
の
下
に
朱
書
す
る
。
初
め
の
客
香
の
み
当
て
た
時
は
上
句
を
、
後
の
客

香
の
み
で
は
下
句
を
書
く
。

蘭
之
園
本
は
、
試
香
の
あ
る
「
一
」「
二
」
の
香
を
各
四
包
、
試
香
の
な

い
「
源
氏
」
の
香
二
包
を
準
備
し
、「
一
」「
二
」
の
香
、
各
二
包
に
「
源

氏
」
の
香
、
一
包
の
計
五
包
を
二
組
作
り
、
前
段
と
後
段
に
分
け
、
二
炷

聞
と
三
炷
聞
に
す
る
。
竹
幽
本
に
比
べ
る
と
簡
略
な
構
成
で
あ
る
。
蘭
之

園
本
・
竹
幽
本
の
両
者
に
見
ら
れ
る
「
聞
き
の
名
目
」
は
、
二
炷
聞
で
は

「
若
木
の
桜
」「
松
の
柱
」「
竹
の
垣
」、三
炷
聞
で
は
「
伊
勢
の
使
」「
寝
覚

の
床
」「
友
千
鳥
」「
ひ
ち
笠
（
の
）
雨
」「
立
来
る
浪
」「
柴
の
煙
」「
四
方

の
嵐
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
一
方
、
蘭
之
園
本
に
の
み
あ
る
も
の
と
し
て

は
、
二
炷
聞
で
は
「
庭
の
遣
り
水
」「
源
氏
」「
須
磨
」、
三
炷
聞
で
も
、
先

の
「
源
氏
」「
須
磨
」
の
他
、「
頭
中
将
」
や
「
み
ち
の
く
紙
」「
花
の
盃
」

「
巳
の
日
の
祓
」「
波
こ
し
も
て
」
が
列
挙
さ
れ
る
。
特
に
三
炷
聞
の
「
花

の
盃
」
以
降
の
三
つ
に
つ
い
て
は
、
竹
幽
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
春
の
盃
」

「
巳
日
の
禊
」「
波
こ
ゝ
も
と
」
と
い
っ
た
類
似
す
る
語
句
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
蘭
之
園
本
を
竹
幽
本
が
修
正
し
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

竹
幽
本
に
列
挙
さ
れ
た
記
録
の
名
目
は
二
十
七
あ
り
、
そ
の
う
ち
蘭
之

園
本
と
共
通
す
る
の
は
次
の
十
三
語
で
あ
る
。

若
木
の
桜
・
松
の
柱
・
竹
の
垣
・
伊
勢
の
使
・
春
の
盃
・
巳
日
の
禊
・

寝
覚
の
床
・
友
千
鳥
・
ひ
ち
笠
の
雨
・
波
こ
ゝ
も
と
・
立
来
る
浪
・

柴
の
煙
・
四
方
の
嵐

右
記
の
う
ち
、「
波
こ
ゝ
も
と
」
と
「
柴
の
煙
」
以
外
は
寄
合
で
あ
る
。
そ

の
二
語
も
梗
概
文
の
「
波
こ
こ
も
と
に
立
ち
く
る
心
地
す
」「
柴
と
い
ふ
も

の
折
り
く
ぶ
る
煙
」
に
見
出
せ
る
。

逆
に
蘭
之
園
本
に
な
い
十
四
語
は
す
べ
て
寄
合
で
は
な
く
、
多
く
は
登

*

*

*

**
*
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場
人
物
の
詠
歌
に
よ
る
。
竹
幽
本
の
名
目
を
す
べ
て
用
い
て
、
須
磨
の
巻

の
あ
ら
す
じ
を
記
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
名
目
に
は
傍
線
を
付
し

た
）。源

氏
に
敵
対
す
る
勢
力
は
、
日
増
し
に
強
く
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
、
流
罪
に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
悟
っ
た
源

氏
は
、
そ
う
な
る
前
に
自
ら
須
磨
へ
退
く
こ
と
に
し
た
。
源
氏
は
最
愛
の

女
性
、
紫
の
上
に
次
の
和
歌
を
送
っ
た
。

身
は
か
く
て
さ
す
ら
へ
ぬ
と
も
君
が
あ
た
り
去
ら
ぬ
鏡
の
影
は
離
れ

じ 

（
一
七
三
頁
）

ま
た
、
父
帝
の
お
墓
に
参
る
途
中
、
下
鴨
神
社
が
遠
く
に
見
え
、
家
来
と

和
歌
を
詠
み
交
わ
し
た
。

ひ
き
連
れ
て
葵
か
ざ
し
し
そ
の
か
み
を
思
へ
ば
つ
ら
し
賀
茂
の
み
づ

が
き 

（
一
八
一
頁
）

う
き
世
を
ば
今
ぞ
別
る
る
と
ど
ま
ら
む
名
を
ば
た
だ
す
の
神
に
ま
か

せ
て 

（
一
八
一
頁
）

墓
前
で
は
、
亡
き
父
の
姿
が
幻
に
見
え
て
、
源
氏
は
和
歌
を
詠
ん
だ
。

な
き
か
げ
や
い
か
が
見
る
ら
む
よ
そ
へ
つ
つ
な
が
む
る
月
も
雲
が
く

れ
ぬ
る 

（
一
八
二
頁
）

源
氏
と
藤
壺
と
の
間
に
生
ま
れ
た
御
子
は
、
東
宮
に
な
っ
て
い
た
。
源

氏
か
ら
別
れ
の
和
歌
が
届
く
が
、
ま
だ
八
歳
の
東
宮
に
は
事
情
が
理
解
で

き
な
い
。

い
つ
か
ま
た
春
の
み
や
こ
の
花
を
見
ん
時
う
し
な
へ
る
山
が
つ
に
し

て 

（
一
八
二
頁
）

須
磨
に
着
い
た
源
氏
が
振
り
返
る
と
、
都
の
方
は
霞
で
さ
え
ぎ
ら
れ
て

い
る
。
源
氏
は
涙
を
抑
え
つ
つ
詠
作
し
た
。

ふ
る
里
を
峯
の
霞
は
へ
だ
つ
れ
ど
な
が
む
る
空
は
お
な
じ
雲
居
か

 

（
一
八
七
頁
）

伊
勢
に
い
る
六
条
御
息
所
に
、
源
氏
は
次
の
和
歌
（
巻
名
歌
）
を
送
り
、

伊
勢
の
使
（
一
九
三
頁
）
に
持
た
せ
た
。

う
き
め
刈
る
伊
勢
を
の
海
人
を
思
ひ
や
れ
も
し
ほ
た
る
て
ふ
須
磨
の

浦
に
て 

（
一
九
四
頁
）

（
7
）
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夜
中
に
源
氏
が
目
を
覚
ま
し
て
四
方
の
嵐
（
一
九
九
頁
）
を
聞
い
て
い

る
と
、「
波
た
だ
こ
こ
も
と
に
立
ち
く
る
」
よ
う
な
気
が
し
た
。
昼
間
は
気

晴
ら
し
に
「
い
ろ
い
ろ
の
紙
」（
二
〇
〇
頁
）
に
和
歌
を
書
い
た
。

秋
に
な
り
、
雁
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
、
源
氏
は
和
歌
を
詠
ん
だ
。

初
雁
は
恋
し
き
人
の
つ
ら
な
れ
や
旅
の
空
と
ぶ
声
の
悲
し
き

 

（
二
〇
一
頁
）

そ
ば
に
い
た
家
来
も
、
唱
和
し
た
。

心
か
ら
常
世
を
捨
て
て
鳴
く
雁
を
雲
の
よ
そ
に
も
思
ひ
け
る
か
な　

 

 

（
二
〇
二
頁
）

し
ば
ら
く
し
て
、
十
五
夜
（
二
〇
二
頁
）
の
月
が
輝
き
だ
し
、
都
で
開
か

れ
て
い
る
月
の
宴
を
懐
か
し
ん
だ
。

以
前
に
源
氏
と
交
際
し
て
い
た
女
性
が
、
家
族
と
一
緒
に
船
で
須
磨
を

通
り
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
、
二
人
は
和
歌
を
贈
答
し
た
。

琴
の
音
に
引
き
と
め
ら
る
る
綱
手
縄
た
ゆ
た
ふ
心
君
知
る
ら
め
や

 

　
　
　
（
二
〇
五
頁
）

心
あ
り
て
引
手
の
綱
の
た
ゆ
た
は
ば
う
ち
過
ぎ
ま
し
や
須
磨
の
浦
波

 

　
　
（
二
〇
五
頁
）

源
氏
の
住
ま
い
の
後
ろ
に
あ
る
山
か
ら
、
柴
の
煙
が
流
れ
て
き
た
。
夜

は
な
か
な
か
眠
れ
ず
、
夜
明
け
頃
、
千
鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
、
源
氏

は
寝
た
ま
ま
詠
じ
た
。

友
千
鳥
も
ろ
声
に
鳴
く
あ
か
つ
き
は
ひ
と
り
寝
ざ
め
の
床
も
た
の
も

し 

　
（
二
〇
九
頁
）

須
磨
に
移
り
住
ん
だ
と
き
に
源
氏
が
植
え
た
若
木
の
桜
（
二
一
二
頁
）

が
、
翌
年
、
咲
き
始
め
た
。
桜
が
見
ご
ろ
に
な
っ
た
頃
、
友
人
の
頭
中
将

が
都
か
ら
訪
ね
て
く
れ
た
。
源
氏
の
住
ま
い
は
松
の
柱
（
二
一
三
頁
）
に

竹
の
垣
で
あ
り
、
粗
末
な
が
ら
も
風
情
が
感
じ
ら
れ
た
。
二
人
は
酒
を
酌

み
交
わ
し
て
、「
酔
ひ
の
悲
し
び
涙
そ
そ
く
春
の
盃
の
う
ち
」（
二
一
五
頁
）

と
い
う
漢
詩
を
、
一
緒
に
歌
っ
た
。
ま
た
源
氏
は
頭
中
将
に
、
自
分
の
無

実
を
訴
え
る
和
歌
（
褒
美
歌
）
を
披
露
し
た
。

雲
ち
か
く
飛
び
か
ふ
鶴
も
そ
ら
に
見
よ
わ
れ
は
春
日
の
く
も
り
な
き

身
ぞ 

（
二
一
六
頁
）

三
月
の
初
め
の
巳
の
日
に
、
巳
の
日
の
禊
と
い
っ
て
、
お
祓
い
を
す
る

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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習
慣
が
あ
っ
た
。
源
氏
た
ち
が
浜
辺
で
陰
陽
師
に
祓
い
を
さ
せ
る
と
、
急

に
風
が
吹
き
出
し
、
空
も
暗
く
な
り
、
肘
笠
の
雨
（
二
一
八
頁
）
と
い
う
、

に
わ
か
雨
ま
で
降
り
出
し
て
嵐
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
竹
幽
本
は
二
十
七
の
名
目
を
用
い
て
い
る
。
一
方
、
蘭

之
園
本
の
名
目
は
十
八
で
、
両
者
に
共
通
す
る
も
の
は
十
三
あ
る
。
蘭
之

園
本
に
し
か
な
い
の
は
、「
須
磨
」「
源
氏
」「
頭
中
将
」
と
「
庭
の
や
り

水
」「
み
ち
の
く
紙
」
で
あ
る
。
そ
の
五
つ
を
竹
幽
本
が
採
用
し
な
か
っ
た

理
由
を
推
測
す
る
と
、
前
の
三
つ
は
巻
名
と
他
の
巻
に
も
登
場
す
る
人
物

名
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
あ
と
の
二
つ
は
寄
合
に
は
あ
る
が
、
近
世
に
流
布

し
て
い
た
青
表
紙
本
『
源
氏
物
語
』
で
は
須
磨
の
巻
に
見
当
た
ら
な
い
か

ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

附
記

　

本
稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
。

注
（
1
）
竹
幽
本
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
和
歌
を
指
す
。
巻
名
歌
と
は
、
そ
の
名
の

通
り
、
巻
の
名
を
詠
み
こ
ん
だ
歌
と
い
う
意
味
で
、
登
場
人
物
が
詠
ん
だ

歌
、
も
し
く
は
口
ず
さ
ん
だ
歌
か
ら
選
ば
れ
る
。
巻
名
を
用
い
た
和
歌
が

な
い
場
合
は
、
そ
の
巻
で
詠
ま
れ
た
和
歌
の
中
か
ら
、
巻
を
代
表
す
る
名

歌
が
選
ば
れ
る
。
た
だ
し
竹
幽
本
で
は
「
本
歌
」（
花
散
里
の
巻
に
あ
り
）、

現
在
の
香
道
の
流
儀
で
は
「
証
歌
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
2
）
本
文
は
小
学
館
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
り
、
そ
の
ペ
ー
ジ
数

を
末
尾
の
（　

）
内
に
付
け
た
。
な
お
、
本
文
の
表
記
に
は
適
宜
手
を
加

え
た
。

（
3
）
寄
合
と
は
、
あ
る
語
に
対
し
て
縁
の
あ
る
語
を
指
す
。
た
と
え
ば
「
野

宮
」
に
縁
の
あ
る
語
と
し
て
、『
源
氏
小
鏡
』
は
「
黒
木
の
鳥
居
」
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
。

（
4
）
武
居
雅
子
氏
「『
源
氏
千
種
香
』
の
依
拠
本
を
探
る
」（『
総
研
大
文
化
科

学
研
究
』
9
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。

（
5
）『
源
氏
小
鏡
』
の
系
統
分
類
は
伊
井
春
樹
氏
『『
源
氏
物
語
』
注
釈
史
の

研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
り
、
そ
の
本
文
は
岩
坪
健
『『
源

氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉
書
院
、二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。
寄
合
を
含

む
の
は
第
一
〜
第
四
系
統
で
、
第
五
・
六
系
統
に
は
な
い
。

（
6
）
武
居
雅
子
氏
「『
源
氏
千
種
香
』
の
依
拠
本
を
探
る
―
聞
き
の
名
目
と
源

氏
寄
合
に
注
目
し
て
―
」（『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
10
、
二
〇
一
四
年

三
月
）。

（
7
）
寄
合
は
「
伊
勢
の
使
」
で
あ
る
が
、
そ
の
言
葉
は
物
語
に
は
な
い
。
お

そ
ら
く
物
語
本
文
の
「
か
の
伊
勢
の
宮
へ
も
御
使
あ
り
け
り
。」（
一
九
三

頁
）
に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
記
録
の
名
目
は
「
波
こ
ゝ
も
と
」
と
「
立
ち
く
る
波
」
で
あ
る
が
、
物

語
に
は
見
当
た
ら
ず
、「
波
た
だ
こ
こ
も
と
に
立
ち
く
る
」（
一
九
九
頁
）

の
本
文
か
ら
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
9
）
寄
合
の
「
柴
の
煙
」
は
物
語
本
文
に
は
な
く
、
物
語
中
の
「
煙
の
い
と
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近
く
時
々
立
ち
来
る
を
（
中
略
）
お
は
し
ま
す
後
ろ
の
山
に
、
柴
と
い
ふ

も
の
ふ
す
ぶ
る
な
り
け
り
。」（
二
〇
七
頁
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
10
）「
竹
の
垣
」
は
物
語
本
文
の
「
竹
編
め
る
垣
」（
二
一
三
頁
）
に
よ
る
。

（
11
）
物
語
本
文
も
記
録
の
名
目
も
「
春
の
盃
」
で
あ
る
が
、
寄
合
と
蘭
之
園

本
は
「
花
の
盃
」
で
あ
る
。

（
12
）「
巳
日
の
禊
」
と
い
う
寄
合
語
は
、
次
に
引
く
物
語
の
一
節
に
基
づ
く
。

 

　
　

  

弥
生
の
朔
日
に
出
で
来
た
る
巳
の
日
、「
今
日
な
む
、
か
く
思
す
こ
と

あ
る
人
は
、
禊
し
た
ま
ふ
べ
き
」
と
（
二
一
七
頁
）
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【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。 
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